
発行責任者 宮川 敏一
東京都千代田区神田神保町 2 ｰ 10 三辰工業ビル 3 階
ＴＥＬ（03）6380-9960 ＦＡＸ（03）6380-9963
E-mail miyakawa@sinsyakai.or.jp

労 働 運 動 委 員 会 ニ ュ ー ス
№２４７ ２０２０年３月７日

３
月
２
日
、
千
代
田
区
の
神

保
町
区
民
館
で
「
ユ
ニ
オ
ン
ネ

ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー
第
２
回
総

会
」
を
開
い
た
。
「
憲
法
を
守
る

力
・
平
和
を
守
る
力

人
権
と

平
和
運
動
の
核
に
な
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
労
働
運
動
で
培

っ
て
き
た
力
で
「
平
和
・
人
権

・
環
境
」
の
理
念
を
実
行
す
る
。

議
長
に
高
橋
邦
広
さ
ん
を
選
出

ユ
ニ
オ
ン
平
和
第
２
回
総
会

平
和
と
人
権
の
核
に
な
る

は
、「
ユ
ニ
オ
ン
平
和
の
理
解
を

広
げ
、
会
員
と
ユ
ニ
オ
ン
組
織

へ
の
結
集
」
で
財
政
の
安
定
化

を
訴
え
た
。
質
疑
・
討
論
で
は
、

ユ
ニ
オ
ン
平
和
に
関
わ
る
運
動

を
広
げ
、
労
働
者
が
目
指
す
平

新型コロナウィルスの影響を
党員の力を合わせてアピール

■各都道府県本部からの発信
■全国・地域の状況を把握
■「休暇・休業・解雇」など
■雇用の不安・生活の不安に耳を貸す

全国の都道府県に調査を依頼しています

春
闘

取
り
組
み
自

粛
は
思
う
ツ
ボ

20
困
っ
て
い
る
の
は
政
財
界

歩
を
緩
め
る
な

和
を
勝
ち
取
る
。
安
倍
政
権
の

改
憲
に

！
」
を
訴
え
る
討
論

NO

を
し
た
。

閉
会
は
、
斎
藤
隆
靖
代
表
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
と
ユ

ニ
オ
ン
平
和
の
発
展
誓
っ
た
。

ど
も
中
止
に
追

い
込
ま
れ
た
。

労
組
の
決
起

集
会
は
ネ
ッ
ト

で
。
困
っ
て
い

る
の
は
、
政
府

と
企
業
。
自
粛

は
彼
ら
の
思
う

ツ
ボ
！
労
働
者

が
闘
い
の
歩
を

緩
め
て
は
い
け

な
い
。
労
働
者

の
奮
起
す
る
と

き
。

し
て
開
会
し
た
。
は
じ
め
は
、

斉
藤
隆
靖
代
表
が
挨
拶
し
た
。

「
昨
年
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

中
央
団
体
に
加
盟
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
責
任
を
持
ち
、
加
盟

し
た
仲
間
た
ち
と
行
動
を
と
も

に
し
て
き
た
。
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
、
呼
び
か
け
た
「
日
通
雇

い
止
め
裁
判
に
対
す
る
公
正
裁

判
を
求
め
る
署
名
」
は
、
全
国

か
ら
８
０
０
０
筆
を
超
え
る
署

名
が
集
ま
っ
た
。
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
連
帯
が
あ
り
、
ユ
ニ
オ

ン
平
和
の
名
も
浸
透
し
た
。
さ

ら
な
る
飛
躍
の
２
年
目
に
し
た

い
」
。
滝
沢
寿
隆
事
務
局
長
が

議
案
の
提
案
を
し
た
。
「
年
間

行
事
で
は
、
積
極
的
行
動
を
し

た
。
も
っ
と
会
員
や
ユ
ニ
オ
ン

か
ら
の
参
加
者
も
広
げ
た
い
」

と
訴
え
た
。
第
１
号
議
案
は
、

取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、20

年
度
運
動
方
針
「
組
織
の
拡
大

を
重
点
に
会
員
を
集
め
よ
う
」

と
提
起
し
た
。
宮
川
会
計
担
当

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

の
広
が
り
は
、
安
倍
政
権
に
致

命
傷
を
負
わ
せ
た
。
第
１
は
、

株
価
の
下
落
。「
モ
リ
カ
ケ
」
な

ど
を
し
の
い
だ
の
は
、
株
価
の

高
騰
が
背
景
に
あ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、

経
済
に
も
打
撃
を
与
え
た
。
訪

日
観
光
客
の
減
少
を
は
じ
め
、

生
産
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
物
流

を
マ
ヒ
さ
せ
た
。

年

月
～

月
期
の
Ｇ
Ｄ

19

10

12

Ｐ
速
報
値
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

マ
イ
ナ
ス
６
・
３
％
（
年
率
換

算
）
ま
で
押
し
下
げ
た
。
個
人

消
費
も
マ
イ
ナ
ス
２
・
９
％
ま

で
押
し
下
げ
た
。
労
働
者
の
生

活
は
飢
餓
状
態
に
陥
る
。

し

か

し

、

経

営

側

は

、

春

闘

の

決

戦

段

階

を

前

に

「

ベ

ア

は

無

論

の

こ

と

、

定

昇

確

保

も

厳

し

い

」

な

ど

「

賃

上

げ

で

消

費

や

投

資

の

底

上

げ

で

を

目

指

し

た

。

ア

ベ

ノ

ミ

ク

ス

の

経

済
の
好
循
環
を
進
め
た
い
」

（

安

倍

首

相

）

な

ど

、

経

営

側

は

、

ど

こ

吹

く

風

と

ば

か

り

に

、

３

月

７

日

ま

で

の

労

使

交

渉

は

、

大

き

な

隔

た

り

の

ま

ま

に

推

移

し
て
い
る
。

挙

句

の

果

て

は

、

安

倍

首
相
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

に

踊

ら

さ

れ

、

集

会

の

中

止
だ
け
で
な
く
裁
判
所
な



京
葉
ユ
ニ
オ
ン
が
結
成

政
権
を
揺
る
が
す
労
働
者
階
級
の
力
を

２
月

日
、
船
橋
市
勤
労
市

28

民
セ
ン
タ
ー
に

人
が
集
ま
り
、

30

京
葉
ユ
ニ
オ
ン
結
成
総
会
が
開

か
れ
た
。
労
働
者
の
生
活
は
、

政
治
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り

憲
法
で
保
障
さ
れ
る
主
権
と
基

本
的
人
権
、
平
和
主
義
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
。
国
鉄
闘
争
か
ら

学
ん
だ
こ
と
が
生
か
し
き
れ
て

い
な
い
。

国
鉄
闘
争
か
ら30

年
の
節
目

と
し
て
、
京
葉
ユ
ニ
オ
ン
の
結

成
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
た
い

と
、
金
澤
壽
さ
ん
の
司
会
で
進

め
ら
れ
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
危
惧
か
ら
、
何
も

か
も
施
設
の
閉
館
、
春
闘
行
動

の
中
止
。

自
粛
し
て
良
い
の
か
の
大
い

に
問
題
が
あ
る
」。
主
催
者
を
代

表
し
て
、
二
瓶
久
勝
さ
ん
が
挨

拶
を
し
た
「
安
倍
の
一
声
で
学

校
が
公
営
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

春
闘
も
闘
え
無
く
な
る
。
安
倍

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
当
て
が
ハ

ッ
キ
リ
し
て
い
る
。
こ
ん
な
政

権
は
早
く
終
わ
ら
さ
な
い
と
い

け
な
い
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
京

葉
ユ
ニ
オ
ン
を
成
功
さ
せ
た

い
」。
記
念
講
演
は
、
加
藤
晋
介

さ
ん
が
立
っ
た
「
日
本
労
働
運

動
と
地
域
合
同
労
組
の
意
義
」

を
テ
ー
マ
に
、「
こ
の1

週
間
で

株
価
が
下
落
し
た
。
安
倍
の
終

わ
り
だ
。
唯
一
支
持
さ
れ
て
き

た
株
高
。
株
価
の
信
用
が
失
っ

た
。
中
世
か
ら
近
代
ま
で
の
資

本
主
義
と
労
働
組
合
の
生
い
立

ち
を
時
系
列
に
話
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
労
働
・
雇
用

神
戸
市

神
戸
ユ
ニ
オ
ン
な
ど
が
相
談
窓
口

協
力
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。

介
護
施
設
で
働
く
男
性
か
ら

「
マ
ス
ク
を
自
費
で
用
意
す
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
」
の
相
談
に
、

「
施
設
側
が
用
意
す
る
も
の
」
。

ま
た
、
学
校
が
臨
時
休
校
を
受

け
た
相
談
も
多
く
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
働
く
女
性
か
ら
は
、「
突

然
休
業
に
な
り
、
収
入
が
無
く

な
り
困
る
」
と
言
う
相
談
が
あ

っ
た
。
電
話
相
談
は
兵
庫
県
外

か
ら
も
受
け
付
け
て
い
る
。
期

間
は
当
面
、
土
日
も
含
め

時
10

～

時
。

18労
働
相
談
に
加
わ
っ
た
の
は
、

小
西
純
一
郎
さ
ん
（
武
庫
川
ユ

ニ
オ
ン
）、
岡
﨑
進
さ
ん
（
ひ
ょ

う
ご
ユ
ニ
オ
ン
）
た
ち
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
な
ど
２
局
が
取
材

に
入
り
、
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放

映
さ
れ
た
。

小
西
純
一
郎
さ
ん
は
、
テ
レ

ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
「
影

響
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
不
安

を
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
と
思

う
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
ほ

し
い
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
」

と
話
し
た
。

全
国
の
労
働
組
合
・
ユ
ニ
オ

ン
が
、
「
労
働
相
談
」
の
窓
口
を

開
設
し
て
い
る
。
相
談
は
増
え

て
い
る
。
新
社
会
党
も
全
国
の

取
り
組
み
に
、
積
極
的
に
関
わ

り
を
持
っ
て
行
き
た
い
。

２
０
０
万
円
に
満
た
な
い
労
働

者
が
年
金
な
ど
払
え
な
い
。
合

法
的
に
搾
取
し
て
い
る
。
自
由

が
建
前
の
資
本
主
義
は
、
弱
い

者
を
作
り
出
す
。
対
抗
原
理
と

し
て
、
社
会
主
義
と
労
働
組
合

が
登
場
し
た
。
日
本
の
戦
後
に

生
ま
れ
た
総
評
。
底
辺
を
支
え
、

階
級
的
労
働
運
動
を
進
め
て
き

た
官
公
労
が
地
区
労
が
消
え
た
。

政
権
は
持
株
会
社
を
認
め
さ
せ

た
。
派
遣
法
を
作
り
労
働
者
を

裸
に
し
た
。
小
選
挙
区
が
民
主

政
治
を
潰
し
た
。
民
主
党
政
権

は
自
民
党
と
同
じ
政
策
で
自
滅

し
た
。
安
倍
の
再
登
場
は
景
気

が
後
追
い
が
あ
り
、「
モ
リ
カ
ケ
」

な
ど
を
し
の
い
だ
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
安
倍
は
終
わ
っ
た
。
株

価
の
ち
ち
ょ
う
落
、
学
校
も
工

場
も
閉
鎖
！
安
倍
を
叩
き
潰
す

と
き
。

資
本
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で

資
本
は
儲
け
を
吐
き
出
さ
な
い
。

与
党
の
多
数
派
、
野
党
の
多
数
派

を
握
る
政
権
に
、
そ
う
そ
う
勝
て

な
い
。
寄
っ
て
た
か
っ
て
野
党
共

闘
で
し
か
勝
て
な
い
。
勝
っ
た
ら

直
ぐ
に
小
選
挙
区
制
を
止
め
る
。

あ
ま
り
に
も
合
理
化
が
進
み
労
働

者
が
居
な
く
な
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
が
拍
車
を
か
け
る
。
ア
メ

リ
カ
と
手
を
切
れ
。
戦
争
し
な
け

れ
ば
中
国
、
朝
鮮
と
経
済
で
仲
良

く
で
き
る
。
自
公
を
叩
き
、
労
働

者
に
依
拠
す
る
地
域
労
働
運
動
を

作
り
職
場
に
関
わ
る
。
地
域
合
同

労
組
、
地
域
の
組
織
づ
く
り
で
、

バ
ラ
バ
ラ
を
解
消
す
る
。
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
坂
口
智
彦
さ
ん
か
ら
、

結
成
趣
意
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

加
入
の
呼
び
か
け
を
し
た
。
役
員

の
確
認
と
発
展
を
誓
っ
て
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
受
け
て
、
３
月
６
日
、
神

戸
市
で
、
働
く
人
向
け
電
話
相
談

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
労
働
・

雇
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
窓
口
が

開
設
さ
れ
た
。
「
勤
務
先
が
休
業

に
な
り
、
収
入
が
減
っ
て
困
っ
て

い
る
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
神
戸
市
に
あ
る
事
務
所
の
電

話
相
談
窓
口
に
は
、
労
働
組
合
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
４
人
で

ＮＨＫ昼のニュースから


